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現在，切串小学校では，評価の視点を明確にした授業を行い，授業改善につなげるため，授業の前に道徳振り返りシートを 

作成していただき，それを基に授業を行っています。 

～切串小学校の先生方の声～ 

○視点を明確にすることで，授業の軸がぶれることがなくなった。（以前は内容項目のずれがあった） 

○見取りの観点が明確になることで，児童の見取りがしやすくなった。それにより，学習状況の評価もしやすくなっている。 

○発問と評価が一対になっているのがよい。一つひとつの発問を，「自分との関わりの中で考えさせるのか」「多面的・多角的 

に考えさせるのか」意図が授業者の中で明確になり，児童の発言や記述に対して肯定的な声掛けができるようになってきた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 ９月１０日 

発行者：江田島中学校区 道徳教育推進リーダー 川中 健太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１日（火）切串小学校１年生の授業では，児童同士の顔が

見える座席配置になるよう工夫をされていました。児童同士，互

いの顔が見える座席配置にすることで，互いの表情や身振り，手

振りを見て話す・聞くことで互いの考えが伝わりやすくなりま

す。さらに，授業者の松岡先生は，「～さんの考えと似ている人

はいるかな。」「～さんの考えについて，みんなはどう思うかな。」

「もう少しくわしく話して。」など「つなげる」「広げる」「深め

る」を意識した発問を行い，互いの意見を比較させることを意識

しておられました。意見を出し合うためには，座席配置の工夫だ

けでなく，教師が子どもの意見を「つなぐ」ことを意識すること

も大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①自分自身との関わり〔ア～エ〕 

②多面的・多角的な見方〔オ～キ〕 

 ③自己の生き方を見つめる〔ク～ケ〕 

 

【評価の視点】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねらい 

教材のあらすじ 

成果と課題 

導入では，子どもが資料の世界に入れるよう，意識付けや方向付けを行います。実物の写真，教師の

演技，アンケート提示などによる方法があります。いずれにしても，情報過多にせず，選り抜かれた情

報で想像を膨らませたり，問題意識を持たせたりすることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月４日（金）江田島中学校２年生の授業では，板書時間を短縮するためにＩＣＴ機器を活用しました。 

ＩＣＴ機器を活用し，板書時間を短縮したことで，中心発問や終末でノートへの記述の時間を長く確保し，

終末では記述内容を学級全体で振り返る時間を確保することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末は，ねらいにある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり温めたりして，今後の発展につなぐ

段階です。方法は，教師による説話（説教や押し付けにならないよう留意，願いとして語り伝える姿勢で） 

や，ノートやワークシートに学習を通して気付いたことや新たに分かったことをまとめるといった方法が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

教材名 

何を，どの場面で， 
どのような方法で？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教師による演劇】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実物の写真を活用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事前アンケートを活用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ノートへの振り返り】 

 

 

【偉人の言葉を活用して】 

 

 

【子どもの言葉でまとめる】 

 

 


